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「
第
四
回
モ
ン
ゴ
ル
日
本
祭
・
物
産
展
二
〇
一
三
」
に
参
加
し
、

盛
り
あ
げ
る
た
め
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、
斎
藤
見
回
師
（
日

蓮
宗
全
国
社
会
教
化
事
業
協
会
連
合
会
長
・
無
憂
花
基
金
代
表

日
東
京
都
墨
田
区
業
平
ニ
ー
十
四
Ｉ
九
・
春
慶
寺
住
職
）
の
企

画
で
、
「
日
蓮
宗
日
東
交
流
団
（
六
名
）
が
構
成
さ
れ
、
九
月
十

一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
六
日
間
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
を
訪
問
し
、
「
モ
ン
ゴ
ル
日
本
祭
」
を
大
い
に
盛
り
あ
げ
た
。

　
今
回
の
「
日
蓮
宗
目
蒙
交
　
協
会
会
長
代
行
、
中
国
遺
骨

流
団
」
の
参
加
者
は
、
次
の
　
還
願
会
会
長
）
、
山
本
雪
子

六
名
で
あ
る
。

　
斎
藤
発
問
師
（
会
長
）
、
戸

田
裕
久
師
（
立
正
大
学
仏
教

学
部
教
授
）
、
木
内
光
子
様

様
【
春
慶
寺
檀
信
徒
・
エ
ベ

レ
ス
ト
最
高
齢
登
頂
記
録
を

更
新
し
た
三
浦
雄
】
郎
さ
ん

の
姉
さ
ん
）
、
斎
藤
海
晴
様

（
立
正
大
学
仏
教
学
部
四
年

斎藤見回会長

生
・
斎
藤
会
長
の
娘
さ
ん
）
、

尾
谷
卓
一
師
（
立
正
公
論
編

巣
長
）
で
、
ス
ル
ー
ガ
イ
ド

は
、
ス
ペ
ー
ギ
ー
ン
・
バ
ト

ト
ウ
ル
教
授
（
モ
ン
ゴ
ル
国

立
大
学
理
事
・
国
際
言
語
文

化
学
部
日
本
学
科
Ｈ
‥
博
士
）

が
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
第
一
日
目
（
九
月
十
一
日
）

は
、
十
四
時
四
十
分
に
日
本

の
成
田
空
港
を
出
発
、
十
八

時
五
十
分
に
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
空
港
に
到
着
、

「
映
画
＝
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
」

の
舞
台
と
な
っ
た
チ
ン
ギ
ス
ハ

ー
ン
村
の
ゲ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
伝

統
の
円
形
天
幕
）
の
中
で
、
モ

吊ﾓﾝｺﾞﾙ大学①慰霊祭を盛りあげた人々、

ン
ゴ
ル
の
歴
史
的
な
生
活
感
覚

を
楽
し
み
な
が
ら
宿
泊
し
た
。

　
第
二
日
目
（
九
月
十
二
日
）

は
、
は
じ
め
に
モ
ン
ゴ
ル
仏

教
会
代
表
の
ガ
ン
ダ
ン
寺
院

へ
、
デ
ン
ベ
レ
ル
・
チ
ャ
イ

ジ
ャ
ム
ツ
往
頭
頂
下
を
表
敬

訪
問
、
ご
挨
拶
と
と
も
に
、

戸
田
立
正
大
学
教
授
か
ら
、

担
下
へ
「
英
訳
法
華
経
」
の

改
訂
版
、
「
法
華
経
の
普
遍

性
・
国
際
性
＝
第
七
回
法
華

経
学
会
論
文
集
」
、
「
立
正
大

学
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

な
ど
沢
山
の
資
料
を
献
呈
さ

れ
、
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
宗

教
状
況
に
つ
い
て
熱
心
に
意

第
二
次
世
　
ｓ
Ｉ
去
　
　
こ
・
　
一
　
　
法
蓮
華
経
」
の
御
題
目
が
多

界
大
戦

慰
霊

お

要

’
―
感
謝

レ
ド
ド

ジ
ー
ー
回
G
R
I
I
J
i
4
t
t
4
y
　
▼
　
　
言
言
‰
特
認

　
本
日
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
・
ガ
ン
ダ
ン
寺

院
に
お
い
て
、
第
二
次
財
界

大
戦
戦
没
者
並
び
に
捕
虔
収

容
所
病
没
者
慰
霊
法
要
べ

廠
修
さ
れ
ま
す
こ
と
誠
に
尊

き
浄
行
と
存
じ
上
げ
、
宗
門

を
代
表
し
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
こ
の
法
要
は
目
蓮
宗

全
国
社
会
教
化
事
業
協
会
連

合
会
会
長
、
無
憂
花
基
金
代

表
で
あ
る
斎
藤
発
問
上
人
へ

の
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
会
代
表
が

ン
ダ
ン
寺
院
住
職
デ
ン
ベ
レ

ル
ー
チ
ョ
イ
ジ
ャ
ム
ツ
犯
下

か
ら
第
四
回
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ル
と
目
本
の
架
け
橋
と
な
る

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
目
本
祭
と
併
法
要
で
あ
る
と
確
信
す
る
も

せ
て
慰
霊
法
要
の
御
招
待
と
、
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
長
年
モ
ン
ゴ
ル
に
て
医
　
さ
て
、
私
ど
も
人
類
は
、

療
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い
有
史
以
来
、
常
に
世
界
の
何

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ム
ダ
様
よ
処
か
で
戦
争
・
紛
争
を
生
じ

り
日
蓮
宗
へ
慰
霊
法
要
を
行
さ
せ
、
そ
の
戦
禍
に
よ
っ
て

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
人
々
の
涙
を
無
尽
に
流
さ
せ

か
ら
実
現
致
し
ま
し
た
こ
と
　
て
き
ま
し
た
。
第
二
次
世
界

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
万
あ
大
戦
で
は
日
二
男
両
国
共
に

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
多
大
な
る
犠
牲
者
を
出
し
。

　
殊
に
、
モ
ン
ゴ
ル
文
字
に
更
に
終
結
後
、
こ
の
モ
ン
ゴ

翻
訳
さ
れ
た
羅
仕
訳
「
法
華
ル
の
地
万
一
万
人
以
上
の
日

経
」
が
昨
年
完
成
し
、
み
仏
本
人
捕
虜
が
敗
将
所
に
入
れ

の
敦
え
と
共
に
ノ
「
雨
無
妙
ら
れ
、
多
く
の
方
が
亡
く
な

見
交
換
を
行
な
っ
た
あ
と
、

特
定
非
営
利
法
人
「
ア
ム
ダ
」

主
催
に
よ
る
平
和
祈
念
法
要

が
、
ガ
ン
ダ
ン
寺
本
堂
で
開

催
さ
れ
、
は
じ
め
に
モ
ン
ゴ

ル
仏
教
黄
帽
派
僧
侶
に
よ
る

法
要
、
つ
づ
い
て
日
蓮
宗
、

大
本
教
の
順
で
厳
修
さ
れ
た

が
、
日
蓮
宗
法
要
の
折
、
読

経
に
つ
づ
い
て
、
斎
藤
導
師

（
会
長
）
が
、
友
に
掲
載
し
た

「
渡
逍
照
敏
宗
務
総
長
挨
拶

文
」
を
読
み
あ
げ
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
モ
ン
ゴ
ル
語
に
翻
訳

さ
れ
、
盛
り
あ
が
っ
た
。

　
当
日
は
、
こ
の
あ
と
「
国
立

自
然
史
博
物
館
を
見
学
し
た
。

　
第
三
日
目
（
九
月
十
三
日
）

は
、
は
じ
め
に
モ
ン
ゴ
ル
国
立

公
文
書
館
を
訪
問
し
、
デ
ン

ベ
レ
ル
・
ウ
ル
ジ
ー
バ
ー
ト

ル
副
館
長
と
お
会
い
し
、
が

ン
ダ
ン
寺
と
同
じ
よ
う
に
書

籍
や
資
料
を
寄
贈
し
、
意
見

交
換
の
あ
と
、
公
文
書
館
書

庫
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

っ
た
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
の
地
で
流

さ
れ
た
血
と
潤
を
教
訓
と
し

て
心
に
刻
み
つ
け
平
和
で
安

穏
な
世
界
を
築
き
挙
げ
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
と
深
く
感
じ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
（
後
略
）

１
日
本
人
墓
地
で
慰
霊
法
要

　
つ
づ
い
て
モ
ン
ゴ
ル
国
立

大
学
を
訪
問
し
、
社
会
科
学
部
、

宗
教
学
科
教
授
の
マ
グ
サ
ル

ジ
ャ
ブ
・
ガ
ン
ト
ウ
ヤ
教
授

（
博
士
）
と
会
見
、
書
籍
類
の

寄
贈
と
意
見
交
換
、
こ
こ
で

は
、
立
正
大
学
仏
教
学
部
と

の
学
術
交
流
に
つ
い
て
熱
心

に
協
議
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
こ
こ
で
ブ
ー
ヤ
ン
葬
儀
社
、

つ
づ
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
紅
帽

派
代
表
を
し
て
い
る
ダ
シ
チ

ョ
イ
ン
・
ホ
ロ
リ
ン
寺
の
ペ

レ
ン
レ
イ
・
ソ
ド
ノ
ム
師
を

表
敬
訪
問
し
、
懇
談
す
る
と

と
も
に
、
紅
帽
派
の
寺
院
跡

チ
ョ
イ
ジ
ン
ラ
マ
博
物
館
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
当
日
、
夜
に
開
催
さ
れ
た

第
四
回
モ
ン
ゴ
ル
日
本
祭
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
’
‐
－
テ
ィ
で

は
、
「
両
国
の
文
化
交
流
に
貢

献
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、

在
日
本
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
の

林
　
伸
一
参
事
官
よ
り
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
に
は
、
斎
藤
克
則
会
長
、

戸
田
裕
久
教
授
、
尾
谷
卓
一

本
紙
編
集
長
も
含
ま
れ
て
お

り
感
動
す
る
と
と
も
に
、
こ

ん
ご
の
精
進
を
誓
い
合
っ
た
。

　
第
四
日
目
（
九
月
十
四
日
）

は
、
日
本
人
墓
地
に
お
け
る

思
惑
法
要
。
立
正
公
論
（
前

「
現
代
仏
教
」
の
と
き
）
で
、

イ
ン
ド
法
輪
寺
建
設
委
員
会

を
中
心
に
読
者
に
勧
募
を
お

願
い
し
、
建
設
資
金
を
お
送

り
し
、
建
立
さ
れ
た
モ
ン
ゴ

ル
仏
教
セ
ン
タ
ー
＝
ペ
タ
ッ

プ
・
タ
ル
ギ
ュ
ス
’
チ
ョ
ス

キ
ン
グ
寺
に
参
詣
、
多
数
の

僧
侶
（
少
年
）
と
檀
信
徒
が

読
経
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
、

午
後
は
国
立
デ
パ
ー
ト
の
物

産
展
を
見
学
し
た
。

　
九
月
十
五
日
は
、
「
チ
ン
ギ

ス
ハ
ー
ン
像
」
と
、
「
モ
ン
ゴ

ル
十
三
回
紀
村
観
光
」
を
し
、

九
月
十
六
日
に
は
、
全
員
元

気
で
帰
国
し
た
。
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